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津
市
消
防
出
初
式
を
開
催 

（
消
防
総
務
課
） 

 

一
月
十
二
日
、
西
丸
之
内
の
津
リ

ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
周
辺
で
平
成
二

十
六
年
津
市
消
防
出
初
式
を
開
催

し
、
消
防
関
係
者
ら
約
七
百
人
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
出
初
式
は
、
消
防
職
員
や
消

防
団
員
な
ど
の
士
気
高
揚
を
図
る

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
に
消
防
活

動
へ
の
理
解
と
信
頼
を
よ
り
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。 

         

           ま
ず
津
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
お

城
ホ
ー
ル
に
お
い
て
式
典
が
行
わ

れ
、
消
防
団
活
動
に
尽
力
し
て
い
る

消
防
団
員
や
そ
の
御
家
族
に
対
し

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

式
典
の
後
、
屋
外
に
お
い
て
消
防

団
の
ラ
ッ
パ
隊
に
よ
る
演
奏
や
木

遣
り
、
め
ぐ
み
分
団
に
よ
る
操
法
の

披
露
、
消
防
団
や
婦
人
防
火
推
進
委

員
会
の
徒
歩
部
隊
、
子
ど
も
消
防
隊

長
が
乗
車
し
た
消
防
車
な
ど
に
よ

る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
お
城
公
園
西
側
の
お
堀

で
、
消
防
団
員
ら
に
よ
る
一
斉
放
水

が
行
わ
れ
、
消
防
関
係
者
ら
が
今
年

一
年
の
防
火
・
防
災
の
心
構
え
を
新

た
に
し
ま
し
た
。 

（
小
林 

隆
幸
） 
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台
風
三
十
号
被
害
に
伴
う 

フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
災
害
派
遣 

津
市
消
防
の
救
急
救
命
士
で
、
独
立
行

政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に

登
録
し
て
い
る
職
員
四
名
の
中
か
ら
二
名

が
、
台
風
第
三
十
号
に
よ
り
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
に
、
国
際

緊
急
援
助
隊
医
療
チ
ー
ム
（
医
療
調
整
員
）

の
一
員
と
し
て
現
地
に
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。 ～

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

十
一
月
八
日
か
ら
九
日
に
か
け

て
通
過
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

の
台
風
三
十
号
に
伴
い
、
国
際
緊
急

援
助
隊
医
療
チ
ー
ム
の
第
一
次
隊
、

団
長
以
下
二
十
七
名
の
一
員
と
し

て
久
居
消
防
署
の
伊
野
匠
指
揮
隊

長
と
北
消
防
署
の
中
島
一
晃
主
査

が
十
一
月
九
日
か
ら
二
十
四
日
ま

で
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
に
派
遣
さ

れ
ま
し
た
。 

こ
の
災
害
は
、
台
風
に
伴
う
高

潮
、
地
滑
り
、
洪
水
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
特
に
レ
イ
テ
島
周
辺
の
被
害

が
大
き
く
、
チ
ー
ム
は
日
本
か
ら
持

参
し
た
テ
ン
ト
や
医
療
資
器
材
を

使
用
し
診
療
所
を
立
ち
上
げ
、
診
療

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

         

被
災
地
で
の
活
動
は
わ
ず
か
二

週
間
で
し
た
が
、
現
地
の
ス
タ
ッ
フ

と
も
友
好
な
関
係
を
築
き
、
ま
た
少

し
だ
け
で
す
が
、
被
災
さ
れ
た
方
を

支
援
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
復
興
に
は
ま
だ
ま
だ
時

間
が
掛
か
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
何
ら
か
の
形
で
協
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。（
中
島 

一
晃
） 

             
 

三
重
矯
正
展
で
展
示 

（
中
消
防
署
） 

 

十
月
五
日
、
三
重
刑
務
所
に
て
第

二
十
七
回
三
重
矯
正
展
が
開
催
さ

れ
、
中
消
防
署
も
現
地
へ
出
向
し

て
、
煙
体
験
、
非
常
持
出
袋
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
三
重
矯
正
展
に
は
、
毎
年
四

千
人
以
上
の
来
場
が
あ
り
、
今
回
の

展
示
で
も
大
勢
の
方
々
と
触
れ
合

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

煙
体
験
ハ
ウ
ス
を
体
験
さ
れ
た

家
族
連
れ
の
お
父
さ
ん
は
、
「
煙
が

充
満
し
た
ハ
ウ
ス
の
中
を
ハ
ン
カ

チ
で
口
を
覆
い
、
身
体
を
低
く
し
て

進
む
子
供
の
姿
が
頼
も
し
く
見
え

た
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

（
茨
木 

和
隆
） 

    

 
   

県
防
災
・
県
警
察
・
海
上
保
安
庁
・ 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
見
学
会 

（
南
分
署
） 

十
一
月
二
日
、
三
重
県
防
災
航
空

隊
二
十
周
年
の
記
念
と
し
て
、
津
市

伊
勢
湾
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
て
見
学
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

日
頃
、
津
市
伊
勢
湾
ヘ
リ
ポ
ー
ト

を
基
地
と
し
て
運
航
し
て
い
る
県

防
災
航
空
隊
、
県
警
察
航
空
隊
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
及
び
海
上
保
安
庁
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業

務
活
動
を
県
民
に
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
防
災
活
動
に
対
す
る
関
心
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。 

消
防
か
ら
は
、
久
居
消
防
署
の
は

し
ご
車
、
南
分
署
の
消
防
車
・
救
急

車
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。 

                  

↑血圧測定をする中島主査  
↑医師と共に処置をする  

伊野指揮隊長  
 

↑煙体験ハウスに挑戦  
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募
集
人
数
は
二
百
人
と
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
未
来
を
担
う
子
供

は
、
熱
心
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
展
示

車
両
を
見
学
し
て
い
ま
し
た
。 

（
池
村 

光
弘
） 

 

鈴
鹿
消
防
と
の
合
同
訓
練
を
実
施 

（
河
芸
分
署
） 

十
一
月
六
日
、
河
芸
町
東
千
里
の

三
重
ダ
イ
ケ
ン
河
芸
工
場
に
お
い

て
、
津
市
北
消
防
署
と
鈴
鹿
市
南
消

防
署
に
よ
る
合
同
火
災
防
ぎ
ょ
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

鈴
鹿
市
と
隣
接
す
る
工
場
で
建
物

火
災
が
発
生
し
拡
大
し
た
た
め
、
三

重
県
内
消
防
相
互
応
援
協
定
に
基

づ
き
鈴
鹿
消
防
に
応
援
を
要
請
し

た
と
の
想
定
で
、
工
場
の
自
衛
消
防

隊
に
よ
る
初
期
消
火
、
避
難
誘
導
、

負
傷
者
の
搬
送
訓
練
と
と
も
に
、
有

事
の
際
の
相
互
の
連
携
を
確
認
し

ま
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
発
生
時
の
よ
う

に
、
県
内
外
を
問
わ
ず
緊
急
急
消
防

援
助
隊
と
し
て
出
動
す
る
こ
と
も

あ
り
、
他
市
の
消
防
と
の
合
同
訓
練

の
重
要
性
を
再
確
認
で
き
た
有
意

義
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。 

（
奥
田 

仁
） 

          

             
泡
消
火
訓
練
を
実
施 

（
安
濃
分
署
） 

 

一
月
十
六
日
、
安
濃
町
草
生
地
内

の
資
材
置
場
に
て
、
中
消
防
署
安
濃

分
署
職
員
に
よ
る
泡
消
火
剤
を
使

用
し
た
消
防
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。 

 

泡
消
火
は
車
両
火
災
や
工
場
火

災
な
ど
で
水
に
よ
る
消
火
が
困
難

な
火
災
の
際
に
行
う
も
の
で
、
放
水

す
る
筒
先
の
先
端
に
専
用
の
器
具

を
取
り
付
け
、
泡
消
火
剤
を
使
用
す

る
た
め
、
実
際
に
現
場
で
使
用
し
た

経
験
の
な
い
職
員
に
と
っ
て
は
、
貴

重
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。 

               

            

職
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
が
確

実
か
つ
迅
速
に
実
践
で
き
る
よ
う

確
認
し
な
が
ら
訓
練
に
励
ん
で
い

ま
し
た
。 

 
 

（
井
上 

拓
也
） 

  

年
末
の
夜
に
・
・
・ 

（
久
居
消
防
署
） 

年
末
の
夜
に
「
指
輪
を
抜
い
て
欲

し
い
！
」
と
四
十
歳
代
の
女
性
が
久

居
消
防
署
に
悲
痛
な
面
持
ち
で
駆

け
込
ん
で
き
ま
し
た
。 

指
輪
を
は
め
て
い
た
薬
指
が
紫

色
に
変
色
し
、
あ
ま
り
の
痛
さ
に
我

慢
が
で
き
ず
整
形
外
科
を
受
診
し

た
と
こ
ろ
、
消
防
署
に
指
輪
を
抜
く

良
い
資
器
材
が
あ
る
か
ら
、
と
の
こ

と
で
来
庁
し
た
そ
う
で
す
。 

し
か
し
・
・
・
消
防
署
に
あ
る
良

い
資
器
材
と
は
超
ア
ナ
ロ
グ
の
「
凧

糸
」
で
す
。
そ
れ
を
見
た
女
性
は
「
イ

メ
ー
ジ
と
違
う
」
と
動
揺
を
隠
せ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
一
〇
分
ほ
ど
の
凧

糸
に
よ
る
指
輪
抜
き
作
業
の
痛
み

に
耐
え
て
、
無
事
に
指
輪
を
抜
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

女
性
か
ら
「
思
い
出
が
詰
ま
っ
た

大
切
な
指
輪
を
切
断
せ
ず
に
良
か

っ
た
」
と
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。 

消
防
は
火
災
、
救
急
、
救
助
の
他
に

様
々
な
対
応
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
今

後
も
市
民
か
ら
の
負
託
に
応
え
る

よ
う
職
員
一
同
専
念
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 
 

 
 

（
横
山 

博
） 

   

↑鈴鹿消防と合同で放水  

↑泡消火を行う消防隊員  
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チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
で 

住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
を
寄
贈 

九
月
二
十
五
日
、
津
市
消
防
団
の

有
志
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
住
宅
火
災
に

お
い
て
火
災
の
早
期
発
見
に
有
効

な
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
、
こ
れ
か

ら
の
津
市
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

防
火
教
育
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も

用
防
火
服
お
よ
び
制
服
が
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
十
一
月

九
日
に
開
催
し
た
消
防
・
防
災
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
来
場
さ
れ
た
市
民

に
抽
選
で
配
布
さ
れ
、
ま
た
子
ど
も

用
防
火
服
等
は
、
一
月
十
二
日
に
実

施
し
た
平
成
二
十
六
年
消
防
出
初 

 

式
で
子
ど
も
隊
長
、
子
ど
も
署
長
が

着
用
し
、
分
列
行
進
に
参
加
し
ま
し

た
。 

 
 

 
 

（
宮
田 

憲
一
） 

 

香
良
洲
方
面
団
表
彰
伝
達
式 

（
香
良
洲
分
遣
所
） 

一
月
十
二
日
、
香
良
洲
町
の
サ
ン

デ
ル
タ
香
良
洲
で
、
津
市
消
防
団
香

良
洲
方
面
団
表
彰
伝
達
式
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。 

日
頃
の
消
防
団
活
動
に
顕
著
な

功
績
が
あ
っ
た
団
員
に
対
し
表
彰

さ
れ
る
も
の
で
、
表
彰
状
を
受
け
取

っ
た
消
防
団
員
は
、
「
今
後
も
よ
り

一
層
の
消
防
団
活
動
に
努
力
し
た

い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。 

 
 

 
 

（
高
岡 

正
弘
） 
        

 

美
里
地
区
自
冶
会 

防
災
訓
練
を
実
施 

（
美
里
分
署
） 

十
一
月
二
十
四
日
、
美
里
町
家
所

の
長
谷
山
ハ
イ
ツ
第
一
自
冶
会
に

お
い
て
、
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。 管

内
で
大
き
な
地
震
が
発
生
し

被
害
が
拡
大
し
て
い
る
と
の
想
定

で
、
住
民
避
難
の
広
報
活
動
か
ら
始

ま
り
、
公
園
ま
で
避
難
の
実
施
、
人

数
を
把
握
後
、
救
出
、
救
護
、
初
期

消
火
の
各
班
に
分
か
れ
て
活
動
す

る
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

山
沿
い
に
位
置
す
る
美
里
地
区

は
、
巨
大
地
震
発
生
時
は
家
屋
の
倒

壊
、
山
の
崩
落
な
ど
に
よ
る
被
害
が

考
え
ら
れ
ま
す
。 

当
日
は
、
津
市
消
防
団
美
里
方
面

団
ア
ザ
リ
ア
分
団
に
も
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
訓
練
内
容
も
充
実
し
た

も
の
に
な
り
ま
し
た
。 

た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る
こ
と

で
大
き
な
力
と
な
り
、
地
区
住
民
の

協
力
の
再
確
認
が
で
き
、
防
災
意
識

の
向
上
に
つ
な
が
る
訓
練
で
し
た
。 

（
井
川 

幸
則
） 

     

            

三
方
面
団
合
同
応
急
手
当 

普
及
員
講
習
を
実
施 

（
白
山
消
防
署
） 

 

二
月
九
日
、
白
山
消
防
署
で
、
白

山
・
一
志
・
美
杉
の
三
方
面
団
合
同

の
応
急
手
当
普
及
員
講
習
（
第
一
回

目
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

白
山
方
面
団
の
救
護
隊
は
、
毎
年
六

回
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

『
応
急
手
当
に
関
す
る
知
識
と
技

術
を
正
し
く
一
般
市
民
に
普
及
す

る
』
た
め
、
よ
り
上
の
資
格
で
あ
る

「
応
急
手
当
普
及
員
」
の
取
得
を
目

的
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。 

当
初
、
白
山
方
面
団
単
独
で
実
施

す
る
予
定
で
し
た
が
、
一
志
・
美
杉 

   

↑公園へ避難を実施  
 

↑伝達式の模様  
 

↑出初式で寄贈いただいた衣類を  
着用した子どもたち  

←谷口団長から目録贈呈  
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の
両
方
面
団
か
ら
も
受
講
希
望
が

あ
り
、
合
計
二
十
六
名
の
消
防
団
員

が
参
加
し
ま
し
た
。 

こ
の
講
習
は
二
十
四
時
間
の
受

講
（
各
八
時
間
Ｘ
三
回
）
が
必
須
と

な
っ
て
お
り
、
資
格
認
定
さ
れ
ま
し

た
ら
、
『
普
通
救
命
講
習
』
を
教
え

る
こ
と
の
で
き
る
立
場
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
講
習
中
に
欠

席
や
遅
刻
等
が
あ
っ
た
場
合
は
資

格
の
認
定
は
さ
れ
ず
、
ま
た
、
最
終

日
に
は
効
果
測
定
も
実
施
さ
れ
る

た
め
、
受
講
し
た
団
員
は
、
終
始
真

剣
に
座
学
と
実
技
を
行
い
、
人
命
救

助
へ
の
熱
意
を
感
じ
さ
せ
る
講
習

と
な
り
ま
し
た
。 

（
森
川 

恵
一
） 

   

一
志
方
面
団
・
一
志
分
署 

 
 

林
野
火
災
訓
練
を
実
施 

（
一
志
分
署
） 

 

十
一
月
三
日
、
一
志
町
井
生
及
び

田
尻
地
内
に
て
平
成
二
十
五
年
度

津
市
消
防
団
一
志
方
面
団
・
白
山
消

防
署
一
志
分
署
林
野
火
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

訓
練
は
秋
の
火
災
予
防
運
動
に

先
だ
ち
、
山
林
に
覆
わ
れ
て
い
る
一

志
地
域
の
特
性
を
鑑
み
、
山
林
火
災

に
対
し
て
迅
速
確
実
な
消
火
活
動

と
消
防
機
関
、
防
災
航
空
隊
と
の
連 

携
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災

に
よ
る
被
害
軽
減
、
地
域
住
民
の
安 

       
 

全
安
心
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

白
山
消
防
署
一
志
分
署
、
津
市
消
防

団
一
志
方
面
団
、
三
重
県
防
災
航
空

隊
、
津
市
一
志
総
合
支
所
、
津
南
警

察
署
か
ら
約
一
八
〇
名
が
参
加
し
、

地
上
と
空
中
か
ら
の
消
火
訓
練
を

連
携
協
力
し
、
本
番
さ
な
が
ら
に
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

（
山
口 

省
治
） 

 

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会 

（
美
杉
分
署
） 

津
消
防
タ
イ
ム
ズ
前
号
に
も
掲

載
し
ま
し
た
、
「
全
国
女
性
消
防
操

法 

大
会
」
が
十
月
十
七
日
に
横
浜

市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

市
か
ら
美
杉
方
面
団
の
女
性
分
団

「
め
ぐ
み
分
団
」
が
出
場
し
、
四
十

七
チ
ー
ム
中
、
十
五
位
と
い
う
輝
か

し
い
成
績
を
収
め
、
ほ
ぼ
一
年
間
に

わ
た
る
厳
し
い
訓
練
の
成
果
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 こ

の
貴
重
な
経
験
を
糧
に
今
後

も
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
と
い

う
本
来
の
責
務
を
精
一
杯
遂
行
し

て
い
き
ま
す
。 

多
大
な
る
ご
支
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 
（
田
村 

和
也
） 

 
 

               

春
の
火
災
予
防
運
動 

平
成
二
十
五
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

消
す
ま
で
は 

心
の
警
報 

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま 

↑応急手当普及員講習に取組む  
消防団員  

 

↑防災航空隊と連携し消火訓練を実施  
 

↑応援、ありがとうございました！  
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文
化
財
防
火
デ
ー 

 

昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日

に
、
奈
良
県
斑
鳩
町
の
法
隆
寺
の
金

堂
が
炎
上
し
て
壁
画
が
焼
損
し
た

こ
と
を
契
機
に
、
昭
和
三
十
年
、
当

時
の
文
化
財
保
護
委
員
会
（
現
在
の

文
化
庁
）
と
国
家
消
防
本
部
（
現
在

の
消
防
庁
）
が
、
文
化
財
を
火
災
や

震
災
、
そ
の
他
の
災
害
か
ら
保
護
す

る
と
と
も
に
、
国
民
一
般
の
文
化
財

愛
護
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
、
一
月
二

十
六
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と

定
め
、
全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

     

津
市
消
防
管
内
に
お
い
て
も
、
貴

重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
に
、
文
化
財
関
係
者
や
、
地
域
住

民
と
共
に
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

高
田
本
山
専
修
寺
で 

消
防
訓
練
を
実
施 

（
北
消
防
署
） 

一
月
二
十
四
日
、
第
六
十
回
文
化

財
防
火
デ
ー
に
伴
い
、
一
身
田
町
の

高
田
本
山
専
修
寺
で
高
田
本
山
自

衛
消
防
隊
、
一
身
田
地
区
自
治
会
、

一
身
田
自
主
防
災
協
議
会
、
津
市
婦

人
防
火
推
進
員
、
津
市
消
防
団
津
方

面
団
、
北
消
防
署
な
ど
総
勢
百
四
十

名
が
参
加
し
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。 

訓
練
は
、
震
度
六
強
の
大
地
震
に

よ
り
御
影
堂
が
倒
壊
し
負
傷
者
が

発
生
、
ま
た
出
火
、
延
焼
拡
大
の
恐

れ
が
あ
る
と
い
う
想
定
で
、
文
化
財

の
持
出
し
搬
送
を
は
じ
め
、
負
傷
者

の
搬
送
や
避
難
誘
導
、
初
期
消
火
訓

練
や
放
水
訓
練
な
ど
様
々
な
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

 
       

こ
の
訓
練
を
通
じ
行
政
、
文
化
財 

所
有
者
、
地
域
住
民
と
の
連
携
及
び

地
域
住
民
の
防
火
防
災
意
識
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

今
後
も
繰
り
返
し
訓
練
等
を
行

い
更
成
る
連
携
、
防
火
意
識
の
高
揚

に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

（
田
中 

淳
一
） 

 

谷
川
士
清
旧
宅
で 

消
防
訓
練
を
実
施 

（
西
分
署
） 

一
月
二
十
六
日
、
八
町
三
丁
目
の

谷
川
士
清
旧
宅
で
文
化
財
防
火
デ

ー
に
伴
う
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。 

訓
練
は
、
付
近
住
民
に
よ
る
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火
を
は

じ
め
、
西
分
署
消
防
隊
に
よ
る
火
災

防
ぎ
ょ
訓
練
等
を
実
施
し
、
地
域
住

民
と
の
連
携
を
再
確
認
し
ま
し
た
。 

 
 

（
鎌
田 

直
人
） 

 

み
な
月
会
か
ら
み
か
ん
贈
呈 

（
消
防
団
統
括
室
） 

十
二
月
十
七
日
、
津
市
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
み
な
月
会
」
か
ら
、

年
末
警
戒
の
激
励
品
と
し
て
、
津
市

消
防
団
に
み
か
ん
を
贈
呈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

同
会
か
ら
の
み
か
ん
の
贈
呈
は

今
年
で
八
回
目
と
な
り
、
前
葉
市
長

と
谷
口
消
防
団
長
が
、
伊
藤
会
長
か

ら
目
録
を
受
け
取
り
ま
し
た
。 

津
市
消
防
団
員
二
千
二
百
三
名

は
、
胸
の
中
に
ほ
っ
こ
り
温
か
い
も

の
を
感
じ
な
が
ら
、
厳
し
い
寒
さ
の

中
、
深
夜
に
及
ぶ
年
末
の
警
戒
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 

（
山
口 

敬
正
） 

           
↑谷川士清旧宅  

↑はしご車や消防団車両からの一斉放水  

↑伊藤会長から目録を贈呈  
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平
成
二
十
五
年
の 

火
災
・
救
急
・
救
助
概
況 

【
火
災
】
平
成
二
十
五
年
中
に
市
内
で

発
生
し
た
火
災
は
百
六
十
八
件
で
、
市

町
村
合
併
後
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
住
宅
火
災
は
四
十
七
件
で
し

た
。
ま
た
、
火
災
に
よ
る
死
者
は
六
人

で
、
う
ち
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
五

人
で
し
た
。 

住
宅
火
災
の
原
因
は
、「
こ
ん
ろ
」
、

「
放
火
・
放
火
の
疑
い
」
、「
た
ば
こ
」
、

「
ス
ト
ー
ブ
」
に
よ
る
火
災
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

               

【
救
急
】
平
成
二
十
五
年
に
市
内
で
発

生
し
た
救
急
出
動
件
数
は
一
万
四
千

百
九
十
六
件
で
、
急
病
が
八
千
七
百
四

十
二
件
と
全
体
の
約
六
十
一
％
で
し

た
。 

 

ま
た
、
救
急
出
動
全
体
の
約
五
十

三
％
が
軽
症
患
者
で
し
た
。 

軽
い
け
が
や
病
気
（
擦
り
傷
、
歯

痛
、
風
邪
な
ど
）
の
場
合
な
ど
は
、
自

家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
か
か
り

付
け
の
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。 救

急
車
の
適
正
利
用
に
御
協
力
を 

【
救
助
】
平
成
二
十
五
年
中
に
市
内
で

発
生
し
た
救
助
出
動
件
数
は
百
三
十

二
件
で
前
年
に
比
べ
十
九
件
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。 

事
故
種
別
で
み
る
と
、
交
通
事
故

が
六
十
七
件
あ
り
、
全
体
の
約
五
十

一
％
で
し
た
。 

昨
年
に
比
べ
て
出
動
件
数
は
増
加

し
ま
し
た
が
、
現
場
到
着
時
、
既
に
地

域
住
民
に
よ
り
救
出
済
み
で
救
助
の

必
要
が
な
か
っ
た
も
の
な
ど
が
多
く
、

活
動
件
数
は
昨
年
と
同
件
数
、
救
助
人

員
は
一
人
減
少
と
な
り
ま
し
た
。 

 

                   

【
一
一
九
番
通
報
】
平
成
二
十
五
年

中
に
お
け
る
一
一
九
番
通
報
の
受
理
件

数
は
、
二
万
三
千
二
百
二
十
八
件
で
、

一
日
当
た
り
約
六
十
三
件
の
一
一
九
番

通
報
を
受
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
内

訳
を
見
る
と
、
救
急
通
報
が
一
万
四
千

六
十
一
件
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
次
い
で
、
病
院
案
内
等
に
よ
る
も

の
が
八
千
五
百
五
十
九
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。
年
々
増
加
す
る
救
急
搬
送
に

迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
軽
症
は
、

医
療
案
内
☎
二
五
六
―
一
一
九
九

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

区 分 平成 25年 平成 24年 増減 

火災件数合計 168 127 41 

建物火災 73 59 14 

 うち住宅火災 47 35 12 

林野火災 9 2 7 

 車両火災 11 19 ▲8 

 船舶火災 0 1 ▲1 

 その他の火災 75 46 29 

 死者（人） 6 2 4 

 うち住宅火災 5 1 4 

 負傷者（人） 12 9 3 

▲は減を示す 

区 分 平成 25年 平成 24年 増減 

出動件数 14,196 13,849 347 

搬送件数 12,827 12,548 279 

搬送人員（人） 12,995 12,722 273 

主な事

故種別

(出動件数) 

急 病 8,742 8,395 347 

一般負傷 2,213 2,198 15 

交通事故 1,369 1,415 ▲46 

 ▲は減を示す  

区 分 平成 25 年 平成 24 年 増減 

出動件数 132 113 19 

活動件数 72 72 0 

救助人員（人） 73 74 ▲1 

主な事

故種別

(出動件数) 

交通事故 67 63 4 

火 災 9 2 7 

水難事故 11 9 2 

建物等に
よる事故 19 8 11 

▲は減を示す  

区 分 平成 25 年 平成 24 年 増減 

119 番受報 23,228 23,463 ▲235 

火 災    198    169    29 

救 急 14,061 13,688   373 

救 助    119    108    11 

警戒・調査    291    264    27 

病院案内 
問合せ 

いたずら等 
 8,559  9,234 ▲675 

▲は減を示す  
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☆ 

主
な
行
事
予
定 

☆ 

◆
三
月
上
旬 

 

春
の
火
災
予
防
運
動
に
伴
う
パ
レ
ー

ド
、
防
火
訓
練
な
ど 

（
市
内
各
所
） 

◆
三
月
二
十
三
日
（
日
） 

 

第
六
十
五
回
三
重
県
消
防
大
会 

 

（
三
重
県
総
合
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル
） 

◆
四
月
中
旬 

 

市
長
特
別
視
閲 

 

（
消
防
本
部
） 

  

編
集
後
記 

二
週
続
け
て
の
積
雪
と
な
っ
た
二
月

十
四
日
は
、
前
回
（
八
日
）
を
上
回
る

積
雪
と
な
り
、
津
市
に
も
大
雪
警
報
が

発
表
さ
れ
る
ほ
ど
と
な
り
ま
し
た
。 

全
国
的
な
今
回
の
大
雪
で
、
高
速
道

路
内
に
一
日
以
上
閉
じ
込
め
ら
れ
た

り
、
体
育
館
の
屋
根
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ

る
な
ど
、
す
さ
ま
じ
い
被
害
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。 

市
内
で
は
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
目
の
前
の
車
が
霞
む
ほ

ど
の
降
雪
に
よ
り
、
路
肩
に
タ
イ
ヤ
を

落
と
し
た
り
、
ス
リ
ッ
プ
し
て
立
ち
往

生
す
る
車
が
続
出
し
た
十
四
日
の
朝

は
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雪
に
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て
い
な
い
私
た
ち
が
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の
怖
さ
を
思
い
知
る
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

と
は
程
遠
い
ホ
ワ
イ
ト
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
（
宮
田 

憲
一
） 

     

 

２月５日、中消防署に新たに配置された新型３０ｍ級はしご付消防

自動車の機能・特性の習得と、救助手順を確認するため、津市中央の

岡三証券㈱で合同訓練を実施しました。 

新型はしご車による救助訓練では、建物４階に逃げ遅れた職員を救

出する「はしご架梯訓練」や「屋内進入訓練」と、岡三証券㈱職員と中

消防署の連携した「避難訓練」や「消火訓練」など、実践さながらの訓

練が行われました。 

今回の合同訓練を通じ、新型はしご車の特性を知ることにより、中

高層建築物の火災をはじめ、水難救助等の災害に的確に対応できる

よう、今後も訓練に励み防災体制の充実強化を図ります。 

（中消防署 山本 直紀） 

中高層建物が増加した市域に対応するため、

中消防署に２０年前に配備された１５ｍ級はしご

付消防自動車を、最新の仕様を積極的に取り入

れた３０ｍ級はしご付消防自動車に更新しました。 

約１０階建ての建物に対応することが可能な最

新仕様のはしご本体は、はしごの先端付近に関

節を設け、先端部分を折り曲げることができる「先

端屈折機構」により、フェンスや建物の前の電線

を越えて、安全にかつ迅速に建物に近づいて救

助することができ、はしご本体に設けた伸縮式の

水路管で、放水用ホースを設置しなくてもスムー

ズな放水が可能になりました。 

 

 

 

また、全長１０ｍ以上ある

はしご車ですが、４ＷＳ（四

輪操舵）を採用した車体で

小回りの利く走行が可能と

なりました。 
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